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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部分（１１０，１１２；２１０；３１０，３１２）及びハンドル部分（１５０；２
１０；３５０）を有するフレームと、
　器具（１００；２００；３００）の遠位部分に設けられたジョー組立体であって、ほぼ
直線的な第１の組織インターフェイス部分（１３０；２３０；３３０）とほぼ直線的な第
２の組織インターフェイス部分（１３２；２３２；３３２）と組織エフェクタとを有し、
前記ほぼ第１の組織インターフェイス部分（１３０；２３０；３３０）と前記ほぼ直線的
な第２の組織インターフェイス部分（１３２；２３２；３３２）との間に患者の組織を把
持し、前記組織エフェクタによって前記把持された組織を貫通するようになっているジョ
ー組立体（１２０；２２０；３２０）と、
　前記第２の組織インターフェイス部分（１３２；２３２；３３２）に対して前記第１の
組織インターフェイス部分（１３０；２３０；３３０）を移動させる移動装置（１５２；
２５２；３５２）と、
　前記組織エフェクタを起動する起動装置（１５４；２５４；３５４）と、を有する外科
手術用器具において、
　前記第１の組織インターフェイス部分（１３０；２３０；３３０）の組織把持部と第２
の組織インターフェイス部分（１３２；２３２；３３２）の組織把持部との双方がほぼ波
形形状を有し、前記第１の組織インターフェイス部分（１３０；２３０；３３０）の組織
把持部の山部（１３４）及び谷部（１３５）は、それぞれ、前記第２の組織インターフェ
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イス部分（１３２；２３２；３３２）の組織把持部の谷部（１３６）及び山部（１３７）
にほぼ合致することを特徴とする外科手術用器具。
【請求項２】
　前記外科手術用器具（１００；２００；３００）は、ステープリング器具であり、前記
ジョー組立体（１２０；２２０；３２０）は、第１の組織インターフェイス部分（１３０
；２３０；３３０）を有するカートリッジ装置（１２２；２２２；３２２）及び第２の組
織インターフェイス部分（１３２；２３２；３３２）を有するアンビル部分（１２６；２
２６；３２６）を有し、前記組織エフェクタは前記カートリッジ装置（１２２；２２２；
３２２）に関連して少なくとも直線的な１列のステープル列を有し、前記ステープル列は
、前記起動装置（１５４；２５４；３５４）の起動によって、前記第１の組織インターフ
ェイス部分（１３０；２３０；３３０）から出て、前記第２の組織インターフェイス部分
（１３２；２３２；３３２）は、前記ステープルの端部を形成するようになっていること
を特徴とする請求項１に記載の外科手術用器具。
【請求項３】
　前記ステープルを形成するラインは、前記第１の組織インターフェイス部分（１３０；
２３０；３３０）の波形形状に従うことを特徴とする請求項２に記載の外科手術用器具。
【請求項４】
　前記組織エフェクタは、ナイフを備え、前記ナイフは、前記カートリッジ装置（１２２
；２２２；３２２）に含まれており、前記ステープルの列に平行になっており、前記起動
装置の起動時に前記アンビル部分（１２６；２２６；３２６）に向かって移動することを
特徴とする請求項２または３に記載の外科手術用器具。
【請求項５】
　前記ナイフは、前記第１の組織インターフェイス部分（３３０）の波形形状に平行にな
っている波形形状の切断縁を有することを特徴とする請求項４に記載の外科手術用器具。
【請求項６】
　前記組織エフェクタは、ナイフを有し、前記ナイフは、起動装置の起動時に、前記カー
トリッジ装置（１２２；２２２）の１つの端部領域（１２８；２２８）から前記カートリ
ッジ装置（１２２；２２２）の反対側の端部領域（１４０；２４０）に、前記ステープル
の列に沿って、前記ステープルの列と平行に移動し、前記第１の組織インターフェイス部
分（１３０；２３０；３３０）と前記第２の組織インターフェイス部分（１３２；２３２
；３３２）との間に把持された組織を連続的に切断することを特徴とする請求項２または
３に記載の外科手術用器具。
【請求項７】
　前記ナイフの各側に少なくとも１列のステープルがあることを特徴とする請求項４～６
のいずれかに記載の外科手術用器具。
【請求項８】
　前記アンビル部分は、取り外し可能であることを特徴とする請求項２～７のいずれかに
記載の外科手術用器具。
【請求項９】
　前記カートリッジ装置（１２２；２２２；３２２）は、ステープルを含む取り外し可能
なカートリッジ（１２４）を有することを特徴とする請求項２～８のいずれかに記載の外
科手術用器具。
【請求項１０】
　前記外科手術用器具は、切断用器具であり、前記ジョー組立体は、前記第１の組織イン
ターフェイス部分を有する第１の把持ジョーと、前記第２の組織インターフェイス部分を
有する第２の把持ジョーとを有し、前記組織エフェクタは、ナイフを備えており、前記ナ
イフは、起動装置の起動時に前記第１の組織インターフェイス部分と前記第２の組織イン
ターフェイス部分との間に把持された組織を切断するようになっていることを特徴とする
請求項１に記載の外科手術用器具。
【請求項１１】
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　前記ナイフは、ほぼ直線的に、ほぼ前記ジョー組立体に沿って延びており、前記起動装
置の起動時に前記第１の組織インターフェイス部分から前記第２の組織インターフェイス
部分に向かって移動することを特徴とする請求項１０に記載の外科手術用器具。
【請求項１２】
　前記ナイフは、前記第１の組織インターフェイス部分の波形形状に平行になっている波
形形状の切断縁を有することを特徴とする請求項１１に記載の外科手術用器具。
【請求項１３】
　前記ナイフは、起動装置の起動時に、前記把持ジョーの一方の領域から前記把持ジョー
の反対側の領域に、ほぼ前記把持ジョーに沿って、前記第１の組織インターフェイス部分
と前記第２の組織インターフェイス部分との間に把持された組織を連続的に切断すること
を特徴とする請求項１０に記載の外科手術用器具。
【請求項１４】
　前記移動装置（１５２；２５２；３５２）は、前記第２の組織インターフェイス部分（
１３２；２３２；３３２）に対して前記第１の組織インターフェイス部分（１３０；２３
０；３３０）をほぼ平行な関係で移動させることを特徴とする請求項１～１３のいずれか
に記載の外科手術用器具。
【請求項１５】
　前記フレームの前記本体部分（３１０，３１２）は、軸（３１２）を有し、前記第１の
組織インターフェイス部分（３３０）及び第２の組織インターフェイス部分（３３２）の
前記長手方向軸線は、前記軸（３１２）の前記長手方向軸線を横切るように延びている請
求項１～１４のいずれかに記載の外科手術用器具。
【請求項１６】
　前記フレームの前記本体部分（１１０，１１２；２１０）は、軸（１１２；２１０）を
有し、前記第１の組織インターフェイス部分（１３０，２３０）及び前記第２の組織イン
ターフェイス部分（１３２，２３２）の長手方向軸線は、前記軸（１１２；２１０）の前
記長手方向軸線に対して平行に延びている請求項１～１４のいずれかに記載の外科手術用
器具。
【請求項１７】
　前記外科手術用器具は、内視鏡とともに用いる器具（１００）である請求項１～１６の
いずれかに記載の外科手術用器具。
【請求項１８】
　前記ジョー組立体（１２０）は、本体部分（１１０；１１２）の遠位端領域に取り外し
可能に取り付けられていることを特徴とする請求項１～１７のいずれかに記載の外科手術
用器具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ほぼ直線的な第１の組織インターフェイス部分と、ほぼ直線的な第２の組織イ
ンターフェイス部分とを有するジョー組立体と、組織エフェクタと、を有する外科手術用
器具に関する。この器具は、ステープリング器具及び／又は切断器具として構成すること
ができる。
【０００２】
【従来の技術】
この種の器具は、外科手術において広範に使用されている。一般に、外科手術用器具は、
本体部分及びハンドルを有するフレームと、遠位領域にジョー組立体とを有する。ジョー
組立体は、ほぼ直線的な第１の組織インターフェイス部分と、ほぼ直線的な第２の組織イ
ンターフェイス部分との間で患者の組織を把持するようになっている。さらに、把持され
た組織を貫通する組織エフェクタが設けられている。組織エフェクタの１つの例は、ジョ
ー組立体に配置されている一組のステープルである。このステープルは、器具の作動時に
第１の組織インターフェイス部分から出て、組織を貫通し、それらの端部が第２の組織に
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よって形成され、すなわち、曲げられる。他の例は、器具が作動されるときに組織を切断
するナイフである。ナイフは、ステープルと組み合われて使用することができるが、純粋
な切断器具に配置することもできる。
【０００３】
米国特許第４，５２７，７２４号は、軸の遠位端に直線的なジョーが配置されているリニ
ヤ型外科手術用器具を開示している。ジョー組立体の長手方向の軸線は、軸の長手方向軸
線に対して横断するように延びている。
【０００４】
米国特許第４，６６３，８７４号は、ジョー組立体の長手方向の軸線が器具の他の部分の
長手方向の軸線と一致している外科手術用器具を開示している。プッシャバー及びナイフ
ブレード組立体は、ジョー部材に対して長手方向に摺動可能であり、カートリッジからス
テープルを連続的に駆動し、アンビル部分として記載されている組織インターフェイス部
分の一方に対してステープルを形成し、ジョー部材の間（すなわち、第１の組織インター
フェイス部分と第２の組織インターフェイス部分との間）に把持された組織に形成された
側方に間隔を置いた一対のステープルの列を形成し、ステープルの間のラインに沿って組
織を切断する。
【０００５】
ジョー組立体の長手方向の軸線が全体の器具の長手方向の軸線に沿って配置されている他
の直線的またはリニヤ型のステープル器具が米国特許第５，３０７，９７６号に配置され
ている。また、この明細書は、起動部品の詳細と器具の安全装置を示している。
【０００６】
これらの外科手術用器具全体において、組織インターフェイス部分、すなわち、処置（す
なわち、固定と切断）すべき患者の組織に接触するジョー組立体のこれらの部品は、ほぼ
平坦な表面として構成されている。器具のこれらの保持部分は、開放外科手術及び内視鏡
を用いる外科手術に使用されている。開放による手術または内視鏡を用いる手術の直線（
リニヤ型）カッターにおいて、組織インターフェイス部分は、一般に器具の長手方向軸線
に沿って延びている。開放による外科手術において使用されるリニヤ型ステープラーの場
合、組織インターフェイス部分は、器具の長手方向の軸線を横断する方向に配置される。
この種の外科手術用器具の現在の構成において、ジョー組立体は、通常、第１の組織イン
ターフェイス部分と第２の組織インターフェイス部分との間に把持されることができる組
織の長さより長い。これによって、ある状況において、特に、スペースが制限されている
手術すべき領域において器具を操作し、使用することを困難にする。
【０００７】
本発明の目的は、スペースをさらに節減する態様で組織に対する処置を行うことができる
上述した種類の外科手術用器具を提供することである。
【０００８】
この問題は、請求項１の特徴を有する外科手術用器具を提供することによって解決される
。本発明の有利な実施形態は、従属クレームに記載されている。実施態様（１８）乃至実
施態様（２０）は、外科手術用器具の部品に関する。
【０００９】
本発明による外科手術用器具は、本体とハンドル部分とを有するフレームとこの器具の遠
位部分にジョー組立体とを有する。ジョー組立体は、ほぼ直線的な第１の組織インターフ
ェイス部分と、ほぼ直線的な第２の組織インターフェイス部分と、組織エフェクタとを有
し、ジョー組立体は、第１の組織インターフェイス部分と第２の組織インターフェイス部
分との間に患者の組織を把持し、組織エフェクタによって、把持された組織を貫通するよ
うになっている。第２の組織インターフェイス部分に対して第１の組織インターフェイス
部分を移動させるために移動装置が使用される。組織エフェクタを起動するために起動装
置が使用される。本発明によれば、第１の組織インターフェイス部分及び第２の組織イン
ターフェイス部分は、ほぼ波形形状を有し、第１の組織インターフェイス部分の山部と谷
部は、それぞれ、第２の組織インターフェイス部分の谷部と山部にほぼ合致する。
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【００１０】
要するに、組織インターフェイス部分は、従来の器具におけるように平坦ではなく、ジョ
ー組立体の長さに沿って立体的な波形形状、例えば正弦形状を有する。したがって、波形
形状の谷部と山部に従う通路の長さは、組織インターフェイス部分の直線的な延長部分よ
り長い。一般に、これによって、ジョー組立体の長さより長い長さの組織を処置すること
ができる。外科手術用器具が、ステープル器具および／又は切断器具である場合には、第
１の組織インターフェイス部分と第２の組織インターフェイス部分との間に把持された組
織の形状、すなわち、組織インターフェイス部分の波形形状に従うステープルラインおよ
び／又は切断ラインをつくることができ、このラインは、従来の器具のステープルライン
または切断ラインより長い。より長いステープルラインまたは切断ラインは、例えば、ス
テープルラインまたは切断ラインが与えられた長さの場合、本発明による外科手術用器具
のジョー組立体は、従来の器具のジョー組立体より小さくすることができる。したがって
、本発明により、小さくて短く容積の小さいジョー組立体の部品の構成が可能になり、手
術する場所にさらに容易に接近することができる。
【００１１】
前述したように、外科手術用器具は、ステープル器具である。この場合、ジョー組立体は
、第１の組織インターフェイス部分を有するカートリッジ装置と、第２の組織インターフ
ェイス部分を有するアンビル部分とを有する。組織エフェクタは、カートリッジ装置に関
連して、ほぼ直線的な少なくとも１列のステープル列を有し、このステープル列は、起動
装置が起動するとき、第１の組織インターフェイス部分から出て、第２の組織インターフ
ェイス部分が、ステープルの端部を形成する。好ましくは、ステープルの列を形成するラ
インは、第１の組織インターフェイス部分の波形形状に従う。別の例として、例えば、ス
テープルは、第１の組織インターフェイス部分の山部の頂点および／又は谷部の底部に配
置されることができる。
【００１２】
ステープル器具の有利な実施形態において、組織エフェクタは、ナイフを備えており、こ
のナイフは、カートリッジ装置内に収容され、ステープルの列に平行に配置されており、
起動装置の起動時にアンビル部分に向かって移動する。ナイフは、波形の切断縁を有し、
これは、好ましくは、第１の組織インターフェイス部分の波形形状にほぼ平行になってい
る。
【００１３】
ステープル器具の他の有利な実施形態において、組織エフェクタは、ナイフを備えており
、このナイフは、起動装置の起動時に、カートリッジ装置の一方の端部領域から他方の端
部領域に、ステープルの列に沿ってその列にほぼ平行に移動し、第１の組織インターフェ
イス部分と第２の組織インターフェイス部分との間に把持された組織を連続的に切断する
。
【００１４】
ナイフを備えたステープル器具において、ナイフの各側に少なくとも１つのステープルの
列があることが好ましい。これにより、ナイフの両側で、対向する組織の層を接続するこ
と、すなわち、ナイフが作動したとき分離された２つの組織部分を閉鎖することができる
。
【００１５】
ステープル器具の他の有利な実施形態において、アンビル部分が取り外し可能であり、カ
ートリッジ装置はステープルを含む取り外し可能なカートリッジを有する。
【００１６】
また、本発明による外科手術用器具は、固定機能を備えていない切断器具として構成する
こともできる。この場合において、ジョー組立体は、第１の組織インターフェイス部分を
有する第１の把持ジョーと、第２の組織インターフェイス部分を有する第２の把持ジョー
とを有する。組織エフェクタは、ナイフを備えており、このナイフは、起動装置の起動時
に第１の組織インターフェイス部分と第２の組織インターフェイス部分との間に把持され
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た組織を切断するようになっている。
【００１７】
切断器具の好ましい実施形態において、ナイフは、ジョー組立体に沿ってほぼ直線的に延
びており、起動装置の起動時に第１の組織インターフェイス部分から第２の組織インター
フェイス部分に向かって移動する。この場合、ナイフは、波形の縁部を有し、この縁部は
、第１の組織インターフェイス部分の波形の縁部に平行になっている。
【００１８】
切断器具の他の構成において、ナイフは、起動装置の起動時に、カートリッジ装置の一方
の端部領域から他方の端部領域に、ほぼ把持ジョーに沿ってほぼ平行に移動し、第１の組
織インターフェイス部分と第２の組織インターフェイス部分との間に把持された組織を連
続的に切断する。
【００１９】
ステープル器具および／又は切断器具の他の実施形態において、移動装置は、第２の組織
インターフェイス部分に対して第１の組織インターフェイス部分をほぼ平行に移動させる
。この構成によって、これらのインターフェイス部分が間隔を置いて離れた位置にあると
き、第１の組織インターフェイス部分と第２の組織インターフェイス部分との間のスペー
スに組織を容易に挿入することができる。
【００２０】
外科手術用器具のフレームの本体部分は、軸を含む。これによって、２つの基本的な器具
の形状寸法が可能になる。これらのうちの１つの形状寸法において、第１の組織インター
フェイス部分および第２の組織インターフェイス部分の長手方向軸線は、この軸の長手方
向軸線に対して横断するように配置される。この構成は、開放による外科手術の用途にお
いて有利である。器具がナイフを有するとき、ジョー組立体に沿って延びているほぼ直線
的なナイフが機械的に簡単な起動装置を用いることを可能にする。他の基本的な寸法形状
において、第１の組織インターフェイス部分及び第２の組織インターフェイス部分の長手
方向軸線は、軸の長手方向軸線に対して平行になっている。この寸法形状は、内視鏡を使
用する用途に有利であり、連続した切断ナイフが、起動装置の簡単な構成を可能にする。
【００２１】
ジョー組立体は、本体部分の遠位端領域に取り外し可能に取り付けられることができる。
ジョー組立体が使い捨てであり、それに対し、手術処置において、汚染されないか、また
はわずかに汚染される移動装置及び起動装置の多数の部品を含む器具の残りの部分が、殺
菌の後に再び使用することができる外科手術用器具の設計が可能になる。
【００２２】
組織インターフェイス部分の立体的な形状及びそれに伴う用途とは別に、本発明による外
科手術用器具は、従来の器具として構成される。これは、本発明による外科手術用器具が
ハンドル、軸、把持ジョー、またはアンビル部分及びカートリッジ装置、移動装置及び起
動装置の機械的部材、意図しない作動に対する固定手段のような安全用部品を含むことを
意味する。これは、例えば、米国特許第４，５２７，７２４号、同第４，６３３，８７４
号、同第５，３０７，９７６号から公知である。さらに、本発明による外科手術用器具は
、従来技術の器具と同様の方法で使用することができる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明による外科手術用器具をさらに詳細に説明する。
図１は、リニアステープラーとして形成され、内視鏡とともに使用することができる外科
手術用器具１００を示している図である。この種の一般的な器具は、例えば、米国特許第
５，３０７，９７６号に開示されている。
【００２４】
この器具１００は、ハンドル部分１１０と軸１１２とを有し、この軸１１２は、回転装置
１１４を通ってハンドル部分１１０に回転可能に接続されている。ハンドル部分１１０及
び軸１１２は、本体部分を形成している。
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【００２５】
軸１１２の遠位端１１６には、ジョー組立体１２０が取り外し可能に取り付けられている
。図２は、ジョー組立体１２０の拡大図である。ジョー組立体１２０は、カートリッジ装
置１２２（図１及び図２で下方のジョー）およびアンビル部分１２６（図１及び図２で上
方部分）を含む。アンビル部分１２６は、ジョー組立体に回転可能に取り付けられている
が、アンビル部分がカートリッジ装置１２２に接近するとき、カートリッジ装置１２２に
対して平行な関係で移動する。
【００２６】
カートリッジ装置１２２は、カートリッジ装置１２２の長さに沿って延びている取り外し
可能なカートリッジ１２４を有する。図２は、カートリッジ１２４の遠位端領域を示して
おり、この領域は、カートリッジ装置１２２に設けられた取り付けベースから突出してい
る。この実施形態において、カートリッジ１２４は、隣接する列が互いに互い違いになっ
ている６つの平行なステープルの直線的な６つの列を含む。ステープルの端部は、アンビ
ル部分１２６に向かっている。アンビル部分１２６に対向するカートリッジ１２４を含む
カートリッジ装置の面は、第１の組織インターフェイス部分１３０と称される。同様に、
カートリッジ装置１２２と対向するアンビル部分１２６の面は、第２の組織インターフェ
イス部分１３２と称される。第２の組織インターフェイス部分は、６列の平行なくぼみ部
分を有し、このくぼみ部分は、カートリッジ１２４のステープルの位置に合致し、器具１
００が作動して、ステープルがカートリッジ１２４から放出されたとき、ステープルの尖
った先端を形成すなわち、曲げるようになっている。
【００２７】
説明した器具１００の特徴は、従来のステープラーと同様であり、さらに詳しい内容は、
米国特許第５，３０７，９７６号に開示されている。
【００２８】
従来のステープラーにおいて、第１の組織インターフェイス部分と第２の組織インターフ
ェイス部分とは、基本的には、平らか、平坦であり、器具１００の第１の組織インターフ
ェイス部分１３０は、山部１３４と谷部１３５を備えたほぼ波形形状を有する（図２参照
）。第２の組織インターフェイス部分１３２は、同様にほぼ波形形状を有し、その谷部１
３６と山部１３７とは、それぞれ、第１の組織インターフェイス部分１３０の山部１３４
と谷部１３５とに合致する。
【００２９】
器具１００の近位領域は、従来の態様で構成されており、実施形態の詳細については、米
国特許第５，３０７，９７６号に示されている。要するに、ハンドル部分１１０から出て
いるハンドル１５０は、器具を保持するために作用する。レバー１５２は、第２の組織イ
ンターフェイス部分１３２に対して第１の組織インターフェイス部分１３０を移動するた
めの移動装置の部品である。それは、米国特許第５，３０７，９７６号に説明されている
ように、レバー１５２がハンドル１５０に向かって回転するとき、力が、ハンドル部分１
１０、軸１１２及びジョー組立体１２０の部品によって伝達され、アンビル部分１２６が
カートリッジ装置１２２に向かって移動（すなわち、ジョー組立体１２０が閉鎖）するこ
とを意味する。
【００３０】
ステープルをカートリッジ１２４からアンビル部分１２６に向かって放出するために引き
金部材１５４が作動され、それと同時に、カートリッジ装置１２２の近位端領域１２８か
ら遠位端領域１４０にナイフ（図示せず）が移動される。このナイフは、カートリッジ装
置１２２に収容されており、ステープルの列に平行に移動する。この実施形態において、
ナイフの各側に３列のステープルがある。ナイフ及び作動機構の詳細は、米国特許第５，
３０７，９７６号に示されている。
【００３１】
器具１００は、従来の態様で使用されている。留める（及び切断す）べき組織部分は、ア
ンビル部分１２６がカートリッジ装置１２２から離れるように移動するとき、第１の組織
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インターフェイス部分１３０と第２の組織インターフェイス部分１３２との間に導入され
る。アンビル部分１２６は、レバー１５２によってカートリッジ装置１２２に向かって移
動されることによって閉鎖され、第１の組織インターフェイス部分１３０と第２の組織イ
ンターフェイス部分１３２との間に組織を把持し、固定する。組織は、従来のステープラ
ーと異なり平坦ではなく、第１の組織インターフェイス部分１３０と第２の組織インター
フェイス部分１３２の波形形状に対応する。この方法において、ジョー組立体１２０によ
って処置される組織の長さは、組織インターフェイス部分１３０，１３２の直線的な長さ
より長い。これにより、より小さいジョー組立体１２０によって効率よく与えられた組織
の長さを操作することができる。
【００３２】
ステープラーは、引き金部材１５４が作動されるとき、カートリッジ１２４から放出され
、組織を貫通してアンビル部分１２６によって形成される。それとほとんど同時にナイフ
がカートリッジ装置１２２の近位端領域１２８から遠位端領域１４０に移動し、ステープ
ルの列の間のラインに沿って組織を切断する。
【００３３】
米国特許第５，３０７，９７６号に開示されたステープル放出機構は、ジョー組立体の長
手方向軸線に対してほぼ直角な方向にステープルを駆動する。同じタイプの機構を器具１
００に使用することができるが、ステープルが第１の組織インターフェイス部分１３０の
波形形状の局所的な傾斜に対して直角に駆動されることが好ましい場合には、その機構が
少し変更されなければならない。
【００３４】
図３は、外科手術用のステープル器具２００の他の実施形態を示す図である。器具２００
の構成は、米国特許第４，６３３，８７４号に開示されているものと同様である。
【００３５】
器具２００は、一体化されたハンドル及びジョー組立体２００を備えた本体部分２１０を
有する。ジョー組立体２２０は、上述した器具１００と同様に、第１の組織インターフェ
イス部分２３０を備えたカートリッジ装置２２２と、第２の組織インターフェイス部分２
３２を有するアンビル部分２２６とを有する。この実施形態において、カートリッジ装置
２２２は、直線的で平行な４列のステープルと、カートリッジ装置２２２とアンビル部分
２２６との間で把持される組織を連続的に切断するためにステープル構成の中心線に沿っ
て移動するナイフとを有する。
【００３６】
第１の組織インターフェイス部分２３０及び第２の組織インターフェイス部分２３２は、
器具１００と同様に波形形状を有する。
【００３７】
器具２００を作動するために、レバー２５２によってアンビル部分２２６がカートリッジ
装置２２２に向かって平行な関係で移動され、カートリッジ装置２２２とアンビル部分２
２６との間で組織を把持し固定する。図３に示す状態において、レバー２５２は、本体部
分２１０に平行な位置に回転される。次に、アクチュエータ２５４は、本体部分２１０に
沿って遠位方向に押され、これにより、カートリッジ装置２２２からステープルが押し出
され、組織を貫通し、ステープルの尖った先端が、アンビル部分２２６によって曲げられ
、カートリッジ装置２２２の近位端領域２２８から遠位端領域２４０にナイフを移動し、
組織を連続的に切断する。
【００３８】
図４は、第３の実施形態による外科手術的器具３００の全体図である。器具３００は、ハ
ンドル部分３１０と、軸３１２と、軸３１２の遠位端にジョー組立体３２０とを有する。
図５は、ジョー組立体３２０の拡大図である。
【００３９】
ジョー組立体３２０は、カートリッジ組立体３２２とアンビル部分３２６とを有する。器
具１００及び器具２００において、各カートリッジ装置及びアンビル部分は、器具の長手
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方向軸線に平行に整列しているのに対し、アンビル部分３２６及びカートリッジ装置３２
２は、軸３１２を横断する方向に延びている。器具３００は、開放した手術のために構成
されている。アンビル部分３２６は、軸３１２の延長部に堅固に接続されており、カート
リッジ装置３２２は、カートリッジ装置３２２に設けられた第１の組織のインターフェイ
ス部分３３０とアンビル部分３２６に設けられた第２の組織インターフェイス部分３３２
との間に平行関係を維持しながら、アンビル部分に向かって及びそこから離れるように移
動することができる。
【００４０】
前の実施形態におけるように、従来の同様な器具に対して、第１の組織インターフェイス
部分３３０及び第２の組織インターフェイス部分３３２は、波形形状を有する。このよう
な従来技術の例は、米国特許第４，５２７，７２４号に説明されており、この明細書には
、器具の作動部品についての詳細が示されている。
【００４１】
前述したように、カートリッジ装置３２２は、１つまたは複数の平行で直線的なステープ
ルの列を有し、アンビル部分３２６は、それらがカートリッジ装置の外側に同時に遠位方
向に駆動されるとき、ステープルの端部を形成する。
【００４２】
さらに、カートリッジ装置３２２は、ナイフを含み、このナイフは、カートリッジ装置３
２２の幅にわたって延びており、２列のステープルの間に案内される。このナイフは、１
つの例でアンビル部分３２６とカートリッジ装置３２２との間に把持され、またはクラン
プされた組織を切断するためにアンビル部分３２６に向かって移動されることができる。
この実施形態において、ナイフは、第１の組織インターフェイス部分３３０の波形形状に
平行に配置される波形切断縁を有する。
【００４３】
器具３００は、近位端領域において、ハンドル３５０、レバー３５２、引き金部材３５４
、及び安全ボタン３５６を有する。レバー３５２がハンドル３５０に向かって引かれると
き、カートリッジ装置３２２は、アンビル部分３２６に向かって移動する。器具３００を
作動させるために、引き金部材３５４がハンドル３５０に向かって引かれる。これは、ス
テープル及びナイフをアンビル部分３２６に向かって駆動し、第１の組織インターフェイ
ス部分３３０と第２の組織インターフェイス部分３３２との間に保持された組織を貫通さ
せて組織を留め、切断する。
【００４４】
器具１００，２００及び３００は、組織を固定し、切断するためのステープラー／カッタ
ーとして構成されている。しかしながら、この発明は、ナイフとカッターを備えていない
純粋な固定器具と、固定手段を備えていない純粋な切断器具を含む。純粋な切断器具にお
いて、ジョー組立体は、波形形状の組織インターフェイス部分及びナイフを有する把持用
ジョーを含む。
【００４５】
　この発明の具体的な実施態様は次の通りである。
（実施態様Ａ）
　本体部分（１１０，１１２；２１０；３１０，３１２）及びハンドル部分（１５０；２
１０；３５０）を有するフレームと、
　器具（１００；２００；３００）の遠位部分に設けられたジョー組立体であって、ほぼ
直線的な第１の組織インターフェイス部分（１３０；２３０；３３０）とほぼ直線的な第
２の組織インターフェイス部分（１３２；２３２；３３２）と組織エフェクタとを有し、
前記ほぼ第１の組織インターフェイス部分（１３０；２３０；３３０）と前記ほぼ直線的
な第２の組織インターフェイス部分（１３２；２３２；３３２）との間に患者の組織を把
持し、前記組織エフェクタによって前記把持された組織を貫通するようになっているジョ
ー組立体（１２０；２２０；３２０）と、
　前記第２の組織インターフェイス部分（１３２；２３２；３３２）に対して前記第１の
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組織インターフェイス部分（１３０；２３０；３３０）を移動させる移動装置（１５２；
２５２；３５２）と、
　前記組織エフェクタを起動する起動装置（１５４；２５４；３５４）と、を有する外科
手術用器具において、
　前記第１の組織インターフェイス部分（１３０；２３０；３３０）と第２の組織インタ
ーフェイス部分（１３２；２３２；３３２）との双方がほぼ波形形状を有し、前記第１の
組織インターフェイス部分（１３０；２３０；３３０）の山部（１３４）及び谷部（１３
５）は、それぞれ、前記第２の組織インターフェイス部分（１３２；２３２；３３２）の
谷部（１３６）及び山部（１３７）にほぼ合致することを特徴とする外科手術用器具。
　（１）前記外科手術用器具（１００；２００；３００）は、ステープリング器具であり
、前記ジョー組立体（１２０；２２０；３２０）は、第１の組織インターフェイス部分（
１３０；２３０；３３０）を有するカートリッジ装置（１２２；２２２；３２２）及び第
２の組織インターフェイス部分（１３２；２３２；３３２）を有するアンビル部分（１２
６；２２６；３２６）を有し、前記組織エフェクタは前記カートリッジ装置（１２２；２
２２；３２２）に関連して少なくとも直線的な１列のステープル列を有し、前記ステープ
ル列は、前記起動装置（１５４；２５４；３５４）の起動によって、前記第１の組織イン
ターフェイス部分（１３０；２３０；３３０）から出て、前記第２の組織インターフェイ
ス部分（１３２；２３２；３３２）は、前記ステープルの端部を形成するようになってい
ることを特徴とする実施態様Ａに記載の外科手術用器具。
　（２）前記ステープルを形成するラインは、前記第１の組織インターフェイス部分（１
３０；２３０；３３０）の波形形状に従うことを特徴とする実施態様（１）に記載の外科
手術用器具。
　（３）前記組織エフェクタは、ナイフを備え、前記ナイフは、前記カートリッジ装置（
１２２；２２２；３２２）に含まれており、前記ステープルの列に平行になっており、前
記起動装置の起動時に前記アンビル部分（１２６；２２６；３２６）に向かって移動する
ことを特徴とする実施態様（１）または実施態様（２）に記載の外科手術用器具。
　（４）前記ナイフは、前記第１の組織インターフェイス部分（３３０）の波形形状に平
行になっている波形形状の切断縁を有することを特徴とする実施態様（３）に記載の外科
手術用器具。
　（５）前記組織エフェクタは、ナイフを有し、前記ナイフは、起動装置の起動時に、前
記カートリッジ装置（１２２；２２２）の１つの端部領域（１２８；２２８）から前記カ
ートリッジ装置（１２２；２２２）の反対側の端部領域（１４０；２４０）に、前記ステ
ープルの列に沿って、前記ステープルの列と平行に移動し、前記第１の組織インターフェ
イス部分（１３０；２３０；３３０）と前記第２の組織インターフェイス部分（１３２；
２３２；３３２）との間に把持された組織を連続的に切断することを特徴とする実施態様
（１）または実施態様（２）に記載の外科手術用器具。
【００４６】
　（６）前記ナイフの各側に少なくとも１列のステープルがあることを特徴とする実施態
様（３）乃至実施態様（５）のいずれかに記載の外科手術用器具。
　（７）前記アンビル部分は、取り外し可能であることを特徴とする実施態様（１）乃至
実施態様（６）に記載の外科手術用器具。
　（８）前記カートリッジ装置（１２２；２２２；３２２）は、ステープルを含む取り外
し可能なカートリッジ（１２４）を有することを特徴とする実施態様（１）乃至実施態様
（７）のいずれかに記載の外科手術用器具。
　（９）前記外科手術用器具は、切断用器具であり、前記ジョー組立体は、前記第１の組
織インターフェイス部分を有する第１の把持ジョーと、前記第２の組織インターフェイス
部分を有する第２の把持ジョーとを有し、前記組織エフェクタは、ナイフを備えており、
前記ナイフは、起動装置の起動時に前記第１の組織インターフェイス部分と前記第２の組
織インターフェイス部分との間に把持された組織を切断するようになっていることを特徴
とする実施態様Ａに記載の外科手術用器具。
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　（１０）前記ナイフは、ほぼ直線的に、ほぼ前記ジョー組立体に沿って延びており、前
記起動装置の起動時に前記第１の組織インターフェイス部分から前記第２の組織インター
フェイス部分に向かって移動することを特徴とする実施形態（９）に記載の外科手術用器
具。
【００４７】
　（１１）前記ナイフは、前記第１の組織インターフェイス部分の波形形状に平行になっ
ている波形形状の切断縁を有することを特徴とする実施態様（１０）に記載の外科手術用
器具。
　（１２）前記ナイフは、起動装置の起動時に、前記把持ジョーの一方の領域から前記把
持ジョーの反対側の領域に、ほぼ前記把持ジョーに沿って、前記第１の組織インターフェ
イス部分と前記第２の組織インターフェイス部分との間に把持された組織を連続的に切断
することを特徴とする実施態様（９）に記載の外科手術用器具。
　（１３）前記移動装置（１５２；２５２；３５２）は、前記第２の組織インターフェイ
ス部分（１３２；２３２；３３２）に対して前記第１の組織インターフェイス部分（１３
０；２３０；３３０）をほぼ平行な関係で移動させることを特徴とする実施態様Ａおよび
実施態様（１）乃至実施態様（１２）のいずれかに記載の外科手術用器具。
　（１４）前記フレームの前記本体部分（３１０，３１２）は、軸（３１２）を有し、前
記第１の組織インターフェイス部分（３３０）及び第２の組織インターフェイス部分（３
３２）の前記長手方向軸線は、前記軸（３１２）の前記長手方向軸線を横切るように延び
ている実施態様Ａおよび実施態様（１）乃至実施態様（１３）に記載の外科手術用器具。
　（１５）前記フレームの前記本体部分（１１０，１１２；２１０）は、軸（１１２；２
１０）を有し、前記第１の組織インターフェイス部分（１３０，２３０）及び前記第２の
組織インターフェイス部分（１３２，２３２）の長手方向軸線は、前記軸（１１２；２１
０）の前記長手方向軸線に対して平行に延びている実施態様Ａおよび実施態様（１）乃至
実施態様（１３）に記載の外科手術用器具。
【００４８】
　（１６）前記外科手術用器具は、内視鏡とともに用いる器具（１００）である実施態様
Ａおよび実施態様（１）乃至実施態様（１５）のいずれかに記載の外科手術用器具。
　（１７）前記ジョー組立体（１２０）は、本体部分（１１０；１１２）の遠位端領域に
取り外し可能に取り付けられていることを特徴とする実施態様Ａおよび実施態様（１）乃
至実施態様（１６）のいずれかに記載の外科手術用器具。
　（１８）実施態様（１７）に記載の外科手術用器具（１００）に使用されるジョー組立
体。
　（１９）実施態様（７）に記載の外科手術用器具に使用されるアンビル部分。
　（２０）実施態様（８）に記載の外科手術用器具（１００；２００；３００）に使用さ
れるカートリッジ。
【００４９】
【発明の効果】
本発明の外科手術用器具は小型化されるのでスペースのない手術場所に容易に配置するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による外科手術用器具の第１の実施形態の側面図である。
【図２】図１の器具のジョー組立体の拡大図である。
【図３】本発明による外科手術用器具の第２の実施形態の側面図である。
【図４】本発明による外科手術用器具の第３の実施形態の側面図である。
【図５】図４の器具のジョー組立体の拡大側面図である。
【符号の説明】
１００　器具
１１０　ハンドル部分
１１２　軸
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１１４　回転手段
１２２　カートリッジ装置
１２６　アンビル部分
１３０　組織インターフェイス部分
１３４　山部
１３５　谷部
１５４　引き金部材

【図１】 【図２】
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